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ポンペイの「秘儀荘」とディオニュソス信仰 
 




















前 3 世紀以降ヘレニズムの都市として外港のエフェソスとともに繁栄した。前 129 年にローマ
属州の中心都市となり、現在もベルガマには宮殿や劇場、さまざまな神殿、市場などが広大な
遺跡として保存されている。 
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していた。いわば壁面全体が一種のだまし絵のようになっていたわけである。場合によっては
その一部に、動物や植物、庭園画などが描かれることもあった。前 2 世紀以降のこうした壁画
がポンペイ壁画第 1 様式と呼ばれる。 
この様式の壁画に見られるモティーフは、古代クレタ美術やアマルナ美術を思い起こさせる
という7)。古代クレタの壁画は、自然主義的かつ動的な手法で動植物を描くものが多い。海洋
貿易で栄えたクレタ文明は、前 20 世紀ごろから前 14 世紀ごろの間、宮殿を中心に発達した都
市を形成していた。ミノタウロス伝説で知られるクノッソス宮殿は、クレタ島北海岸にあるイ
ラクリオンから南東へ 5 キロほどのところにある。この宮殿もまた壮大な建造物で、建設当時
部屋数は 1200 以上あったといわれている。 








ポンペイ壁画第 2 様式は、第 1 様式をさらに発展させた「より高次元の絵画的イリュージョ
ン」9) を特徴とする様式で、前 100 年ごろから見られるようになる。 
古典ギリシアでは、壁面を付柱や片蓋柱で分割して柱の間の空間を暗示する手法や、空間分
割のための建築的形態を絵画的に暗示し、遠近法でそれをきわただせるという方法が伝統的
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ものと考えることができよう。 
 
続く第 3 様式は、第 2 様式をさらに洗練させ、全体的な壁面装飾よりも細部のイリュージョ
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リシアにまでおよび、第 2 様式という新しい表現形式を具体化していったわけである。 
シェーフォルトによると、壁面装飾には宮殿としての住宅、神域としての住宅、そして家の
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んど力づくで結びつける第 2 様式の壮大な壁面装飾」76) が可能にしたわけである。 
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